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(1.島元関係式)

プランク定数
電子の電荷
光の速度　　　　　　　　　　　　　　　　より
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(島元関係式2)
プランク定数

とボルツマン定数　　　　　　　　　　　　　　より

　　　　　　　　　　　(島元関係式)を得る。

ここで、温度　　は電荷　の加速度的変化
　　　　　　である。
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(島元関係式3)
(気体の状態方程式)
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(2.温度と光の振動数)
A. (1)基底状態にある最外殻の電子の角運動量も　

である?
(2)全ての原子殻内の電子は同一角運動量
(プランク定数  )の下で運動している。(仮説)

B. (1)原子と原子の衝突で熱が出る。
(2)温度Kは電荷eの加速度的変化                  
であり、光の振動数     ×　である。

6

2( / )C m s
ce

h

( )

h



(A. 第一電子の角運動量)

*イオン化エネルギー(I.E.) 

 = 電子軌道から飛び出すのに必要なエネルギー

(第一電子の角運動量・・　　プロトン)

　　　　　　　　　   ・・つり合い(円軌道)
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(第一電子の角運動量2)

また、基底状態のエネルギー準位

と 

より、              
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(第一電子の角運動量3)

(1)より

このとき、第一電子の角運動量は全ての
原子で一定である。
また、I.E.の計算値は資料と粗々一致する。
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(第二電子の角運動量)

(第二電子の角運動量・・　　プロトン)

　　　・・つり合い(円軌道)

　　　・・第二電子の角運動量一定(仮説)
(1),(2)より
　　　　　　　　　　　　　　　となる。
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(第二電子の角運動量2)

このとき、第二電子のイオン化エネルギー
は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より、
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(第二電子の角運動量3)

計算値と資料のイオン化エネルギー　

の値は、第二電子軌道が同一の円ではなく
twinの楕円軌道とすると一致させることが
できる。
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(資料から電子軌道を描く)
(i)水素

(ii)ヘリウム・・外側の電子がない場合の軌道

　　　　　　　　　　　　　＝

(第三電子の軌道)
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(資料から電子軌道を描く)
(iii)リチウム・・外側の電子がない場合の軌道

(iv)べリリウム・・外側の電子がない場合の軌道

(iii)　　　　　　　　　　　　　(iv)

(第三電子の軌道2)
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(B. 原子と原子の衝突)

(角運動量を変化させる)
島元関係式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より

*ここで、温度   は電荷   の加速度的変化。
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(原子と原子の衝突2)

(電場Eによる運動量変化)

*電場(加速量)が加速度を生じさせる。
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(原子と原子の衝突3)

(運動量変化よる振動)
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(原子と原子の衝突4)

(速度変化よる振動)

よって、

18

2[ /( )]
[/ ]

d( ) d d
c (

lo
) d d d

gx

kgm Cs e y s

eE
m

 
   


 


 

ur
∴　 ≒

c
d
d




c
dr
d







np

e

速度・角速度2 2
0

2

( )d( ) , (( ) )
d c

yx
y

e

k e
r m r

  


   円軌道(つり 合い)

0
d( ) d  , (( ) , ( ) , ( ) ( ) )

( ) d d
x

x y x y
y

i     
 


 

   ≒



(温度の定義)

よって、温度は振動数により定まり、

である。

(原子と原子の衝突5)
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(温度と振動数)

ここで、　　　　　　　　　　　　よって、

(原子と原子の衝突6)
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(Example)
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                                       (1方向のみ)

(参考)気体分子運動論

(Example-続き)
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詳しくは

http://www.nbu.ac.jp/~shimamoto/genko.html
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